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長久手市行政評価票

事業番号 64 事業の名称 住民参画交流会議「夢さがし★発見★実現★文化の家プロジェクト」 担当部署
部 課

くらし文化部 文化の家

事業の概要
文化の家の運営を、市民と行政が一緒に学びながら、企画・運営の課題を確認したり、具体的な改善策を考え、
文化施設の新しい市運営形成に取り組みシビックプライドの向上を目指す。

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

なし

総事業費

総事業費
（単位：千円）

H24予算 H24決算 H25予算 H25決算 H26予算
事業期間 事業開始年度 平成２５年度 終了（予定）年度 ― － － 0 0 0 評価の見方
事業の対象

（だれ、何に対して）
市内外の住民

一般財源 現行どおり実施

国費・県費 事業の改善

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

市民にとって敷居が高い施設と思われがちな文化の家が、より市民にとって身近であり開かれた施設となることを
目指す。

地方債 他事業と統合

その他 運営主体の見直し

受益者負担額 事業の廃止の検討

う
ち

事業を構成する
事務事業

目的

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

対象
（だれ、何に
対して）

手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

成果指標
H24実績

単
位

成果指標の目標値
設定の根拠

H24予算 H24決算
H25決算の主な内訳

（単位：千円）

評価
評価の説明H25実績 H25予算 H25決算 事業規模

4月～ 7月～ 10月～ 1月～ H25目標値 H26予算 事業費

① ワークショップ
市内外の住
民に

● ● ●

市民に交流の場所を
提供し、市民のニー
ズを把握し、より身近
な施設とする

実施回数2
回

ワークショップ参
加者数

77

人
昨年度の講演会にお
ける実績+伸び率5％

－ － B ワークショップとワーキンググループの
位置づけを明確にし、有意義なものに
なるよう検討する。
（H25年度　ワーキンググループ１０回開
催）

年３回程度、文化の家につい
て意見を聴くためにワーク
ショップを開催することで

90 0 0
維持

80 0
維持

実績回数7
回

企画事業数② アイデンカフェ
市内外の住
民に

本
初年度としての目標
値

－ － B 7回の会議を開催。一本の事業を実施
した後に、主要スタッフの半数が脱退。
11月をもって休止した。テーマの設定
やある程度の知識や枠組みが必要。

月１回程度、定例的に企画制
作会議を実施することで

1 0 0
維持

1 0
維持

市民が企画した事業
の実施

参加人数③ モニター制度
市内外の住
民に

人
初年度としての目標
値

－ － B
モニターの人数確保が少なく、いただ
いた意見をすくい取る場もなかった。モ
ニター会議の設定が必要

年間を通じて、自主事業等の
公演等を鑑賞・体験してもらう
ことで

4 0 0
維持

10 0
維持

自主事業等の公演を
鑑賞・体験してもら
い、意見等をもらうこ
とで事業企画・運営
に反映させる。

④ 舞台見学会
市内外の住
民に

● ● ●
舞台について、市民
の理解を深めるため
に、舞台の機構や裏
側を公開する舞台見
学会を実施する。

実施回数3
回

舞台見学会参加
者数年３回程度舞台見学等を実施

することで

294 0 0
維持

80 0
維持

208

人
前年実績+伸び率
5％

－ － A
現行どおり実施していく。

事務事
業の改
善内容

事務事業 改善内容（H26以降に実施する内容）

H26以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

① ワークショップ
有意義な話し合いとなるように、テーマを決めてH26年度からは、ワーキンググループをメインとして
運営していく。

② アイデンカフェ 映像鑑賞会やガレリアコンサート特定事業に絞って「新しい住民参画事業」を提案する

③ モニター制度 モニター会議などを行い、モニター結果や意見などを反映できるシステムを構築する


